
ひなまつりについて知ろう
し

３月４日（火）

Ｒ7 ランチニュース １８号（給食献立指導資料） Ⅰ地区

ひな祭りは、女の子の健やかな成長を
まつ おんな こ すこ せいちょう

祈る節句です。その歴史は古く、平安時代
いの せ っ く れ き し ふる へいあんじ だ い

には人のわざわいを紙で作った人形にう
ひと かみ つく にんぎょう

つし、川へ流す「流しびな」の習わしがあ
かわ なが なが なら

りました。

江戸時代には、今のようなひな人形をかざる形に
え ど じ だ い いま にんぎょう かたち

なりました。お祝いのしかたは、時代とともに少しず
いわ じ だ い すこ

つ変わってきましたが、子どもたちの健やかな成長を
か こ すこ せいちょう

願う行事として今も受けつがれています。
ねが ぎょうじ いま う

〇 ちらしずし

ちらしずしの材料は、お祝いの意味がこめられています。錦糸卵や桃色のはんぺんは
ざいりょう いわ い み きんしたまご ももいろ

様々な花に彩られる春の野山に見立てています。
さまざま はな いろど はる の や ま み た

○菜の花あえ
な はな

春の訪れを感じさせてくれる菜の花は、鑑賞する他にも料理や、食 用 油にもなる
はる おとず かん な はな かんしょう ほか りょうり しょくようあぶら

植物です。桜と同じように、花を咲かせる時期に地域差があり、暖かい地域から寒い
しょくぶつ さくら おな はな さ じ き ち い き さ あたた ちいき さむ

地域に開花時期が北上します。今日は、菜の花和えにしています。
ちいき か い か じ き ほくじょう き ょ う な はなあ

○ひなあられ

その昔、ひなあられは、おひつのふたや底に残った米つぶを
むかし そこ のこ こめ

利用して作ったお菓子です。母親が娘に、心配りや節約法を
り よ う つく か し ははおや むすめ こころくば せつやくほう

ひなあられによって伝えていたのです。
つた

大村市小学校給食センター
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・ちらしずし

・すましじる

・ホキフライ

・なのはなあえ

・ひなあられ

・ぎゅうにゅう


